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１．四半期財務情報の作成等に係る事項
　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　：　有
　　　・たな卸資産については、実地たな卸を行わず、帳簿たな卸により算定しております。

・ 税金費用については、簡便法により計算しております。
② 最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　：　無

２．平成 18 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 17 年４月１日～平成 17 年 12 月 31 日）
(1)経営成績の進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切捨）

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18 年３月期第３四半期 40,240 5.3 1,780 25.1 1,858 8.5 △1,337 ―

17 年３月期第３四半期 38,216 1.0 1,423 ― 1,713 ― 900 ―

（参考）17 年３月期 54,525 4,098 4,499 1,977

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

円　銭 円　銭

18 年３月期第３四半期 △85  21 ― 　

17 年３月期第３四半期 59  44 59  17

（参考）17 年３月期 127  91 127  31
 (注)売上高等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率を示しております。
　　
　 [経営成績の進捗状況に関する定性的情報等]
　　当第３四半期におけるわが国経済は、企業収益の改善にともなう民間設備投資の拡大や雇用環境の
改善を背景に、景気は緩やかな回復基調にありますが、原油価格の高騰や社会保障費の負担増などの
不安材料が個人消費の本格的な改善に影響する懸念も続いております。
　　このような環境のもとで、当社は「アイススーツ」「リラックススーツ」などの機能的商品の開発
に努め、またワイシャツなどを中心にクールビズやウォームビズなどの新たな流れに対応した商品の
品揃えを充実させたことなどにより、重衣料、ビジネス関連商品ともに販売点数を伸ばすことができ
ました。
　　この結果、当第３四半期の業績は、売上高 402 億４千万円、営業利益 17 億８千万円、経常利益 18
億５千８百万円となりましたが、当期より固定資産の減損に係る会計基準（「固定資産の減損に係る
会計基準の設定に関する意見書」（企業会計審議会　平成 14 年８月９日））及び「固定資産の減損に
係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針６号　平成 15 年 10 月 31 日）を適用したことによ
る減損損失 13 億２千５百万円を特別損失として計上したことに加え、固定資産の減価償却における
耐用年数を、税法上の耐用年数から過去の実績を勘案した見積経済耐用年数に変更したことで、過年
度の固定資産臨時償却 22 億８千４百万円を特別損失に計上したことなどにより、第３四半期純利益
は 13 億３千７百万円の純損失となりました。



(2)財政状態の変動状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切捨）
総　資　産 株 主 資 本     株主資本比率 １株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円　銭

18 年３月期第３四半期 62,212 35,083 56.4 2,131  05

17 年３月期第３四半期 63,623 33,493 52.6 2,211  18

（参考）17 年３月期 60,122 34,589 57.5 2,280  98

　 [財政状態の変動状況に関する定性的情報等]
　　当第３四半期における総資産は、前事業年度末に比べて 20 億９千万円増加し、622 億１千２百万
円となりました。流動資産は、現金及び預金、たな卸資産の増加により 33 億２千４百万円増加いた
しました。固定資産は、当期より固定資産の減損に係る会計基準（「固定資産の減損に係る会計基準
の設定に関する意見書」（企業会計審議会　平成 14 年８月９日））及び「固定資産の減損に係る会計
基準の適用指針」（企業会計基準適用指針６号　平成 15 年 10 月 31 日）を適用したこと、及び固定資
産の減価償却における耐用年数につきまして、税法上の耐用年数から過去の実績を勘案した見積経済
耐用年数への変更を行ったことなどにより、有形固定資産が 29 億９千７百万円減少した結果、12 億
３千３百万円の減少となりました。
　　負債につきましては、前事業年度末に比べて長期借入金が 15 億５千１百万円減少したのに対し、
短期借入金が 51 億円増加したことなどにより、負債合計は 15 億９千６百万円増加いたしました。
　　資本合計は、前事業年度末に比べて４億９千３百万円増加し、350 億８千３百万円となりました。
公募増資及び第三者割当増資を行ったことなどにより、資本金が 10 億８千４百万円、資本剰余金が
10 億８千４百万円増加いたしましたが、四半期純損失を 13 億３千７百万円計上したことなどにより、
利益剰余金は 16 億８千万円減少いたしました。この結果、自己資本比率は 56.4％となりました。

[参考]平成 18 年３月期の業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日）
　　当社においては、事業の性質上、第４四半期（１月～３月）の売上高、利益が他の四半期に比べて
大きいという季節的な要因があります。
　　当第３四半期における業績は、平成 17 年 11 月 18 日発表の業績予想に対して概ね計画どおり推移
しておりますので、通期の業績予想に変更はありません。

予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益

百万円 百万円 百万円

通　　期 57,000 4,557 20
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　△ 1 円 22 銭

　※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。



１.（要約）四半期貸借対照表

（単位：百万円）
当四半期

(平成 18 年３月期
第３四半期末)

前年同四半期
(平成 17 年３月期
第３四半期末)

増　減
(参考)

平成 17 年３月期科目

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 増減率 金　額 構成比

（ 資 産 の 部 ） ％ ％ ％ ％

Ⅰ  流 動 資 産

    現 金 及 び 預 金 4,964 5,694 △ 730 3,282

    受 取 手 形 6 13 △ 6 14

    売 掛 金 39 38 0 65

    た な 卸 資 産 15,768 15,585 183 14,247

    そ の 他 3,489 3,223 266 3,367

    貸 倒 引 当 金 △ 5 △ 43 38 △ 36

    流 動 資 産 合 計 24,264 39.0 24,512 38.5 △ 248 △1.0 20,940 34.8

Ⅱ　固 定 資 産

    有 形 固 定 資 産

      建 物 10,034 12,594 △ 2,560 12,497

      土 地 14,380 14,702 △ 322 14,702

      建 設 仮 勘 定 160 269 △ 109 325

      そ の 他 2,610 2,721 △ 111 2,657

      有形固定資産合計 27,185 43.7 30,289 47.6 △ 3,103 △10.2 30,183 50.2

    無 形 固 定 資 産 116 0.2 139 0.2 △ 22 △16.4 127 0.2

    投資その他の資産

      差 入 保 証 金 5,451 5,274 177 5,133

      そ の 他 5,370 3,594 1,776 3,898

      貸 倒 引 当 金 △ 176 △ 187 11 △ 160

        投資その他の資産合計 10,646 17.1 8,681 13.7 1,964 22.6 8,871 14.8

    固 定 資 産 合 計 37,948 61.0 39,110 61.5 △ 1,161 △3.0 39,182 65.2

    資 産 合 計 62,212 100.0 63,623 100.0 △ 1,410 △2.2 60,122 100.0



（単位：百万円）
当四半期

(平成 18 年３月期
第３四半期末)

前年同四半期
(平成 17 年３月期
第３四半期末)

増　減
(参考)

平成 17 年３月期科目

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 増減率 金　額 構成比

（ 負 債 の 部 ） ％ ％ ％ ％

Ⅰ  流 動 負 債

    支 払 手 形 2,555 3,756 △ 1,201 4,188

    買 掛 金 7,103 6,993 109 5,778

　　短 期 借 入 金 5,100 5,500 △ 400 ―

    １年内返済予定の長期借入金 1,683 2,128 △ 444 2,029

    未 払 法 人 税 等 ― ― ― 1,453

    ポイント値引引当金 498 251 247 456

    賞 与 引 当 金 69 61 8 244

    そ の 他 3,037 3,427 △ 390 3,201

    流 動 負 債 合 計 20,047 32.2 22,118 34.8 △ 2,071 △9.4 17,351 28.9

Ⅱ　固 定 負 債

    長 期 借 入 金 5,157 6,840 △ 1,682 6,363

    退職給付引当金 1,045 952 93 976

　　役員退職慰労引当金 640 ― 640 640

    預 り 保 証 金 189 183 5 173

    そ の 他 49 35 13 27

    固 定 負 債 合 計 7,081 11.4 8,011 12.6 △ 929 △11.6 8,180 13.6

    負 債 合 計 27,129 43.6 30,129 47.4 △ 3,000 △10.0 25,532 42.5

（ 資 本 の 部 ）

Ⅰ　資 本 金 3,989 6.4 2,905 4.5 1,084 37.3 2,905 4.8

Ⅱ　資 本 剰 余 金

      資 本 準 備 金 3,860 2,776 1,084 2,776

      その他資本剰余金 2 2 0 2

      資本剰余金合計 3,863 6.2 2,778 4.4 1,084 39.0 2,778 4.6

Ⅲ　利 益 剰 余 金

      利 益 準 備 金 560 560 ― 560

      任 意 積 立 金 26,600 25,000 1,600 25,000

       第３四半期（当期）未処分利益 34 2,237 △ 2,203 3,315

      利益剰余金合計 27,194 43.7 27,797 43.7 △ 603 △2.2 28,875 48.0

Ⅳ　その他有価証券評価差額金 51 0.1 24 0.0 26 110.0 44 0.1

Ⅴ　自 己 株 式 △ 15 △0.0 △ 13 △0.0 △ 1 12.0 △ 13 △0.0

    資 本 合 計 35,083 56.4 33,493 52.6 1,590 4.8 34,589 57.5

    負債・資本合計 62,212 100.0 63,623 100.0 △ 1,410 △2.2 60,122 100.0



２.（要約）四半期損益計算書

（単位：百万円）
当四半期

(平成 18 年３月期
第３四半期)

前年同四半期
(平成 17 年３月期
第３四半期)

増　減
(参考)

平成 17 年３月期科目

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 増減率 金　額 構成比

％ ％ ％ ％

Ⅰ  売 上 高 40,240 100.0 38,216 100.0 2,023 5.3 54,525 100.0

Ⅱ　売 上 原 価 18,689 46.4 17,883 46.8 805 4.5 25,021 45.9

　　　売 上 総 利 益 21,551 53.6 20,333 53.2 1,218 6.0 29,503 54.1

Ⅲ　販売費及び一般管理費 19,771 49.1 18,910 49.5 860 4.6 25,405 46.6

    　営 業 利 益 1,780 4.4 1,423 3.7 357 25.1 4,098 7.5

Ⅳ　営 業 外 収 益 310 0.8 600 1.6 △ 289 △48.3 700 1.3

Ⅴ　営 業 外 費 用 231 0.6 309 0.8 △ 78 △25.2 299 0.5

    　経 常 利 益 1,858 4.6 1,713 4.5 145 8.5 4,499 8.3

Ⅵ　特 別 利 益 61 0.2 219 0.5 △ 158 △72.2 219 0.4

Ⅶ　特 別 損 失 3,827 9.5 132 0.3 3,,695 ― 784 1.5

　　　税金等調整前四半期（当期）純利益 △ 1,908 △4.7 1,800 4.7 △ 3,708 ― 3,934 7.2

　　　税 金 費 用 △ 570 △1.4 900 2.3 △ 1,471 ― 1,957 3.6

　　　四半期（当期）純利益 △ 1,337 △3.3 900 2.4 △ 2,237 ― 1,977 3.6



３. 商品別売上及び仕入の状況

（1）商品別売上状況 （単位：百万円）

当四半期
(平成 18 年３月期第３四半期)

前年同四半期
(平成 17 年３月期第３四半期)

(参考)
平成 17 年３月期

摘要

商品 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

％ ％ ％

重 衣 料      21,606 53.7 21,084 55.2 30,913 56.7

中 衣 料      4,987 12.4 4,792 12.5 6,234 11.4

軽 衣 料      11,990 29.8 11,153 29.2 15,749 28.9

補修加工賃収入 744 1.8 752 2.0 1,010 1.9

そ の 他      911 2.3 433 1.1 616 1.1

合 計       40,240 100.0 38,216 100.0 54,525 100.0

（2）商品別仕入状況 （単位：百万円）

当四半期
(平成 18 年３月期第３四半期)

前年同四半期
(平成 17 年３月期第３四半期)

(参考)
平成 17 年３月期

摘要

商品 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

％ ％ ％

重 衣 料      9,901 51.0 10,595 53.7 13,436 53.1

中 衣 料      2,135 11.0 2,253 11.4 2,818 11.2

軽 衣 料      6,596 34.0 6,697 33.9 8,748 34.6

そ の 他      771 4.0 205 1.0 287 1.1

合 計       19,404 100.0 19,752 100.0 25,291 100.0

（注）１．「重衣料」とは、スーツ、礼服、コートであります。

　　　　 「中衣料」とは、ジャケット、スラックスであります。

         「軽衣料」とは、ワイシャツ、ネクタイ、カジュアル、小物、その他であります。

　　　　 「その他」とは、書籍、生活用品等であります。

　　　２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

           


